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学
芸
員
養
成
課
程
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
お
け
る
課
題
と
展
望

　
　
―
上
海
大
学
博
物
館
学
研
修
を
事
例
と
し
て
―

落
合
知
子

　
　
　

は
じ
め
に

　

長
崎
国
際
大
学
は
、
地
方
の
小
規
模
大
学
で
は
あ
る
が
、
少
子
化
の
影

響
を
受
け
る
こ
と
な
く
定
員
数
を
保
ち
、
と
て
も
活
気
の
あ
る
大
学
で
あ

る
。
現
在
、
長
崎
国
際
大
学
に
お
け
る
学
芸
員
養
成
課
程
の
課
題
は
、
博

物
館
学
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
で
あ
る
。
国
際
大
学
で
あ
る
こ
と
か
ら
留
学
生

の
受
け
入
れ
態
勢
は
整
っ
て
お
り
、
留
学
生
た
ち
に
開
か
れ
た
学
芸
員
養

成
課
程
を
推
進
す
る
こ
と
が
本
学
の
責
務
と
言
え
る
。

　

平
成
二
十
七
年
度
学
長
裁
量
経
費
に
「
留
学
生
に
対
す
る
博
物
館
学
の

啓
発
と
博
物
館
学
教
育
の
質
的
向
上
の
実
践
」
が
採
択
さ
れ
、
学
芸
員
養

成
課
程
の
充
実
を
図
っ
た
。
そ
し
て
、
平
成
二
十
八
年
二
月
に
上
海
大
学

博
物
館
と
長
崎
国
際
大
学
人
間
社
会
学
部
と
の
協
定
調
印
が
実
現
し
、
同

年
七
月
に
は
三
週
間
に
亘
り
、
上
海
大
学
博
物
館
学
研
修
生
を
受
け
入
れ

て
、
本
学
の
博
物
館
学
履
修
生
た
ち
と
の
国
際
交
流
を
実
践
し
た
。
上
海

大
学
側
か
ら
の
博
物
館
学
研
修
に
対
す
る
反
響
は
予
想
以
上
に
大
き
く
、

今
後
の
上
海
大
学
博
物
館
学
研
修
生
の
受
け
入
れ
の
継
続
が
決
定
さ
れ
、

平
成
二
十
八
年
度
は
よ
り
多
く
の
研
修
生
の
受
け
入
れ
と
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

の
充
実
を
図
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

こ
の
よ
う
な
博
物
館
学
に
特
化
し
た
研
修
で
海
外
か
ら
の
受
け
入
れ
を
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実
践
し
て
い
る
大
学
は
未
だ
無
く
、
国
際
大
学
で
あ
る
本
学
の
使
命
と
も

言
え
る
も
の
で
あ
り
、
九
州
域
で
特
色
あ
る
博
物
館
学
の
実
践
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。
特
に
中
国
は
学
芸
員
制
度
が
確
立
さ
れ
て
お
ら
ず
、
本
学
で

学
芸
員
資
格
を
取
得
し
た
留
学
生
た
ち
に
は
、
帰
国
後
も
母
国
で
博
物
館

関
連
の
仕
事
に
従
事
で
き
る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
ま
た
、
本
学
に
は
中
国
民
営
博
物
館
館
長
の
子
弟
も
在
籍
し
、
日

本
の
学
芸
員
資
格
の
取
得
を
目
指
し
て
い
る
。
少
し
ず
つ
浸
透
し
て
き
た

中
国
に
お
け
る
博
物
館
学
の
発
展
に
寄
与
す
る
人
材
育
成
が
現
在
の
大
き

な
課
題
で
あ
る
。

　

本
稿
は
本
学
の
学
芸
員
養
成
課
程
の
現
状
と
課
題
を
取
り
上
げ
、
今
後

の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
向
け
た
学
芸
員
養
成
の
一
助
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　

一
、
我
が
国
の
留
学
生
政
策

　

昭
和
五
十
八
年
に
「
留
学
生
受
け
入
れ
10
万
人
計
画
」
が
策
定
さ
れ
て

以
来
、
途
上
国
の
人
材
育
成
へ
の
貢
献
及
び
国
際
友
好
関
係
の
強
化
を
主

な
目
的
と
し
て
、
留
学
生
の
受
け
入
れ
拡
大
が
実
施
さ
れ
て
き
た
。
平
成

十
五
年
に
そ
の
目
標
は
達
成
さ
れ
、
平
成
二
十
年
に
は
「
留
学
生
30
万
人

計
画
」
が
策
定
さ
れ
て
、
現
在
、
留
学
生
数
は
14
万
人
前
後
で
推
移
し
て

い
る
。

　

グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む
中
で
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成
が
求
め
ら
れ
る

一
方
で
、世
界
規
模
で
優
秀
な
外
国
人
留
学
生
の
獲
得
が
激
化
し
て
い
る
。

平
成
二
十
五
年
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
「
日
本
再
興
戦
略
」
お
よ
び
「
第
2

期
教
育
振
興
基
本
計
画
」
に
は
、
平
成
三
十
二
年
（
二
〇
二
〇
）
に
「
留

学
生
30
万
人
計
画
」
の
実
現
を
目
指
す
と
と
も
に
、
戦
略
的
な
外
国
人
留

学
生
の
確
保
を
推
進
す
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。

　

平
成
二
十
五
年
十
二
月
に
戦
略
的
な
留
学
生
交
流
の
推
進
に
関
す
る
検

討
会
か
ら
提
出
さ
れ
た
「
世
界
の
成
長
を
取
り
込
む
た
め
の
外
国
人
留
学

生
の
受
入
れ
戦
略
（
報
告
書（

1
（

）」
に
は
、
留
学
生
の
受
入
れ
は
我
が
国
の

学
術
・
文
化
を
世
界
に
広
め
る
こ
と
と
い
っ
た
、
教
育
・
研
究
面
に
お
い

て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
我
が
国
で
学
ん
だ
帰
国
留
学
生
が
人

的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
し
、
相
互
の
学
術
・
文
化
に
関
す
る
友
好
関
係

の
強
化
と
発
展
の
架
け
橋
に
な
る
と
明
記
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に

二
〇
二
〇
年
に
開
催
さ
れ
る
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を

契
機
に
、
我
が
国
の
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
等
を
積
極
的
に
海
外
へ
発
信
す
る

う
え
で
留
学
生
の
果
た
す
役
割
は
重
要
で
あ
る
と
予
想
さ
れ
て
い
る
の
で

あ
る
。

　

中
国
を
事
例
に
挙
げ
る
と
、
中
国
で
は
二
〇
二
〇
年
ま
で
に
50
万
人
の

外
国
人
留
学
生
の
受
け
入
れ
を
目
標
と
し
、
世
界
各
地
に
690
余
り
の
孔
子

学
院
・
課
堂
を
設
立
し
て
中
国
語
の
普
及
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
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韓
国
で
も
同
じ
く
二
〇
二
〇
年
ま
で
に
20
万
人
の
留
学
生
の
受
け
入
れ
を

設
定
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
ア
ジ
ア
を
中
心
と
し
て
世
界
的
な
人
材
獲

得
競
争
が
激
化
し
て
お
り
、
優
秀
な
研
究
者
や
技
術
者
だ
け
で
は
な
く
、

留
学
生
も
そ
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
の
で
あ
る
。

　

前
述
し
た
「
日
本
再
興
戦
略
」
で
は
、
我
が
国
の
発
展
に
寄
与
す
る
と

考
え
ら
れ
る
地
域
と
の
関
係
を
構
築
す
る
分
野
を
設
定
し
、
機
動
的
・
戦

略
的
な
留
学
生
の
受
け
入
れ
を
実
施
す
る
こ
と
が
掲
げ
ら
れ
た
。
こ
れ
を

受
け
て
文
部
科
学
省
は
、
留
学
生
へ
の
支
援
の
み
な
ら
ず
「
ス
ー
パ
ー
グ

ロ
ー
バ
ル
大
学
事
業
」
や
「
大
学
の
世
界
展
開
力
強
化
事
業
」
等
に
よ
る

大
学
の
国
際
化
を
推
進
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
日
本
政
府
は
質
の
高
い
教
育
・
研
究
交
流
の
促
進
を

実
践
し
て
き
た
が
、
優
秀
な
留
学
生
数
の
増
加
の
為
に
は
、
魅
力
あ
る
環

境
整
備
と
質
の
高
い
教
育
・
研
究
を
享
受
し
、
帰
国
後
に
キ
ャ
リ
ア
パ
ス

に
繋
げ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
政
府
の
政
策
を

踏
ま
え
て
、
留
学
生
の
受
け
入
れ
と
我
が
国
の
質
の
高
い
教
育
を
掲
げ
て

い
る
長
崎
国
際
大
学
に
お
け
る
留
学
生
及
び
海
外
研
修
生
に
対
す
る
取
り

組
み
に
つ
い
て
論
じ
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

　
　
　

二
、
長
崎
国
際
大
学
の
学
芸
員
養
成
の
現
状
と
取
組
み

　

平
成
二
十
八
年
二
月
二
十
六
日
、
長
崎
国
際
大
学
人
間
社
会
学
部
と
上

海
大
学
博
物
館
と
の
協
定
が
締
結
さ
れ
、
第
1
回
上
海
大
学
博
物
館
学
研

修
が
、
同
年
七
月
十
八
日
か
ら
八
月
六
日
の
間
で
実
施
さ
れ
た
。
第
1
回

目
の
研
修
が
今
後
両
校
の
交
流
を
発
展
さ
せ
て
い
く
上
で
、
重
要
な
研
修

で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
本
研
修
を
恒
常
化
さ
せ
る
こ
と
が
最

大
の
目
標
で
あ
っ
た
。
翌
年
の
平
成
二
十
九
年
七
月
十
七
日
か
ら
八
月
四

日
に
か
け
て
、
第
2
回
上
海
大
学
博
物
館
学
研
修
が
実
践
さ
れ
た
。
1
回

目
と
比
較
す
る
と
参
加
し
た
学
生
数
は
増
加
し
て
お
り
、
第
1
回
目
が
成

功
し
た
こ
と
の
結
果
で
も
あ
る
。
そ
し
て
、
九
月
四
日
か
ら
八
日
ま
で
の

五
日
間
に
亘
り
、
本
学
学
生
14
名
が
語
学
研
修
生
と
し
て
上
海
大
学
で
学

ぶ
こ
と
が
で
き
た
。教
育
レ
ベ
ル
の
高
い
上
海
大
学
で
の
研
修
が
実
現
し
、

本
学
学
生
に
対
す
る
教
育
の
質
的
向
上
に
繋
げ
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ

る
。

　

今
回
の
協
定
締
結
に
お
い
て
上
海
大
学
か
ら
高
く
評
価
さ
れ
た
点
は
、

博
物
館
学
に
特
化
し
た
研
修
内
容
の
充
実
で
あ
る
。
日
本
に
於
い
て
こ
の

よ
う
な
博
物
館
学
に
特
化
し
た
研
修
を
海
外
か
ら
受
け
入
れ
て
い
る
大
学

は
皆
無
で
あ
り
、
国
際
大
学
で
あ
る
本
学
の
責
務
と
も
言
え
る
。
一
般
的
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に
日
本
の
大
学
は
、
海
外
の
大
学
と
協
定
を
結
ぶ
も
の
の
協
定
校
に
学
生

を
送
り
出
す
こ
と
に
始
終
し
、
協
定
校
か
ら
の
受
け
入
れ
を
積
極
的
に
実

践
す
る
こ
と
は
少
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
点
か
ら
も
九
州

域
に
お
け
る
国
際
色
豊
か
な
博
物
館
学
の
確
立
を
目
指
す
第
一
歩
と
な
る

も
の
と
確
信
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
本
研
修
は
上
海
大
学
の
学
生
だ
け
を
対
象
と
し
た
取
り
組
み
で

は
な
く
、
本
学
で
博
物
館
学
を
学
ぶ
学
生
の
積
極
的
な
参
加
を
特
徴
と
し

て
い
る
。上
海
大
学
の
学
生
と
の
交
流
は
、学
芸
員
を
目
指
す
学
生
に
と
っ

て
は
貴
重
な
機
会
で
あ
り
、
ま
た
留
学
生
に
対
し
て
は
博
物
館
学
課
程
へ

の
い
ざ
な
い
と
な
る
は
ず
で
あ
り
、
有
意
義
な
体
験
で
あ
る
こ
と
は
明
白

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
本
研
修
は
両
大
学
の
学
生
に
と
っ
て
、
貴
重
な
体

験
と
な
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
　
　

三
、
上
海
大
学
博
物
館
と
の
協
定
調
印
の
経
緯

　

上
海
大
学
は
一
九
五
八
年
に
創
設
さ
れ
た
中
国
〝
211
工
程
〟
市
立
重
点

大
学
で
、
二
〇
一
五
年
Ｑ
Ｓ
中
国
大
学
ラ
ン
キ
ン
グ
全
国
15
位
に
ラ
ン
キ

ン
グ
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
上
海
大
学
博
物
館
は
日
本
の
博
物
館
学
及
び

大
学
博
物
館
を
参
考
に
設
計
さ
れ
た
大
学
博
物
館
で
、
二
〇
一
七
年
十
二

月
に
完
成
す
る
予
定
で
あ
る
。

　

平
成
二
十
八
年
二
月
二
十
六
日
、
上
海
大
学
楽
乎
新
楼
大
学
庁
に
お
い

て
「
長
崎
国
際
大
学
人
間
社
会
学
部
と
上
海
大
学
博
物
館
の
学
術
、
教
育

交
流
に
関
す
る
基
本
協
定
」
締
結
の
調
印
式
が
執
り
行
わ
れ
た
。
平
成

二
十
八
年
五
月
九
日
、
本
学
に
お
い
て
も
「
長
崎
国
際
大
学
人
間
社
会
学

部
と
上
海
大
学
博
物
館
の
学
術
、
教
育
交
流
に
関
す
る
基
本
協
定
」
締
結

の
調
印
式
が
執
り
行
わ
れ
た
。

　

上
海
大
学
と
の
関
係
は
、上
海
大
学
に
お
い
て
、「
野
外
博
物
館
」を
テ
ー

マ
と
し
て
博
物
館
学
の
講
演
を
行
っ
た
二
〇
一
二
年
に
遡
る
。
そ
の
後
、

毎
年
上
海
大
学
に
出
校
し
、
特
別
研
究
員
と
し
て
上
海
大
学
付
属
博
物
館

の
建
設
や
展
示
指
導
に
参
加
し
て
き
た
こ
と
、
二
〇
一
三
年
に
文
化
庁
の

研
究
助
成
金
に
採
択
さ
れ
、
上
海
大
学
博
物
館
長
助
理
を
日
本
に
招
聘
す

る
な
ど
、地
道
に
信
頼
関
係
を
築
い
て
き
こ
と
が
大
き
な
要
因
で
あ
る
が
、

今
回
の
協
定
調
印
が
実
現
し
た
の
は
、
本
学
の
教
職
員
の
理
解
と
協
力
の

賜
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
特
に
教
育
活
動
を
推
進
す
る
に
は

職
員
の
協
力
な
し
で
は
成
し
得
な
い
こ
と
で
あ
り
、そ
の
点
に
於
い
て
は
、

本
学
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
は
整
っ
て
い
る
と
言
え
る
。

　
　
　

四
、
学
長
裁
量
経
費
採
択
に
よ
る
効
果

　

平
成
二
十
七
年
度
学
長
裁
量
経
費
に
「
留
学
生
に
対
す
る
博
物
館
学
の
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啓
発
と
博
物
館
学
教
育
の
質
的
向
上
の
実
践
」、
平
成
二
十
八
年
度
学
長

裁
量
経
費
に
「
博
物
館
学
課
程
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
向
け
た
上
海
大
学
博

物
館
学
研
修
の
実
践
」
が
採
択
さ
れ
た
。
平
成
二
十
七
年
度
で
は
、
留
学

生
に
開
か
れ
た
博
物
館
学
芸
員
資
格
課
程
の
変
革
と
、
実
習
機
材
の
充
実

を
図
る
べ
く
、
教
育
的
資
質
の
向
上
を
目
指
し
て
教
育
環
境
の
整
備
を

行
っ
た
。
当
該
年
度
の
学
芸
員
資
格
取
得
見
込
み
者
は
14
名
と
非
常
に
少

な
い
状
況
で
あ
り
、
一
定
数
の
履
修
者
確
保
が
課
題
で
あ
っ
た
。
二
十
八

年
度
の
資
格
取
得
者
は
27
名
、
二
十
九
年
度
は
40
名
余
り
の
資
格
取
得
者

を
輩
出
す
る
予
定
で
あ
る
。
平
成
二
十
七
年
度
と
比
較
す
る
と
そ
の
数
は

3
倍
に
な
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
、
少
し
ず
つ
で
は
あ
る
が
、
学
芸
員
養
成

課
程
の
安
定
化
が
図
れ
た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。

　

平
成
二
十
七
年
度
は
実
習
機
材
の
充
実
が
大
き
な
課
題
で
あ
り
、
当
初

の
実
習
室
は
物
置
に
な
っ
て
お
り
、
授
業
が
成
り
立
た
な
い
の
が
現
状
で

あ
っ
た
。
我
が
国
の
博
物
館
の
約
8
割
が
歴
史
系
博
物
館
で
あ
る
こ
と
か

ら
、学
芸
員
は
歴
史
資
料
の
取
り
扱
い
方
の
修
得
は
基
本
的
要
件
で
あ
り
、

博
物
館
は
「
モ
ノ
」
で
教
育
す
る
社
会
教
育
機
関
で
あ
り
、
博
物
館
実
習

も「
モ
ノ
」が
な
け
れ
ば
実
習
を
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。し
た
が
っ

て
、
取
り
扱
い
資
料
が
な
け
れ
ば
、
実
習
そ
の
も
の
が
通
常
の
講
義
形
態

の
授
業
と
変
わ
り
な
い
も
の
と
な
ろ
う
。
ま
た
、
実
習
機
材
も
皆
無
に
等

し
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
毛
氈
か
ら
始
ま
り
、
掛
け
軸
、
巻
子
本
、
刀
剣
、

手
入
れ
道
具
、
装
潢
用
具
、
仮
張
り
用
板
、
裏
打
ち
紙
、
カ
メ
ラ
に
至
る

ま
で
の
実
習
機
材
の
充
実
を
図
っ
た
。
そ
れ
に
よ
り
、
従
来
博
物
館
学
実

習
で
指
導
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
内
容
を
実
践
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ

た
の
で
あ
る
。

　

特
別
講
義
に
は
、
上
海
大
学
中
國
藝
術
産
業
研
究
院
羅
宏
才
教
授
、
西

安
市
于
右
任
故
居
紀
念
館
于
大
方
館
長
、
國
學
院
大
學
青
木
豊
教
授
を
招

聘
し
、
本
学
学
生
と
留
学
生
に
対
す
る
講
義
を
開
催
し
た
。
聴
講
し
た
教

員
か
ら
も
高
い
評
価
を
受
け
、
学
生
の
博
物
館
学
意
識
の
向
上
が
図
れ
た

と
確
信
し
て
い
る
。そ
の
他
、勾
玉
づ
く
り
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
、

博
物
館
学
芸
員
課
程
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
な
ど
、
ほ
ぼ
100
％
に
近
い
達

成
率
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
た
。

　

平
成
二
十
八
年
度
は
、不
足
し
て
い
る
実
習
機
材
の
充
実
を
図
る
た
め
、

甲
冑
、
刀
剣
、
拓
本
用
の
一
次
資
料
で
あ
る
銅
鏡
・
華
鬘
・
古
瓦
等
を
購

入
し
て
、
ほ
ぼ
実
習
機
材
の
整
備
は
完
了
し
た
。
更
な
る
目
標
は
、
日
本

語
版
と
中
国
語
版
の
博
物
館
学
実
習
用
教
本
の
開
発
で
あ
っ
た
。
特
に
中

国
語
版
実
習
教
本
の
開
発
は
、
上
海
大
学
博
物
館
学
研
修
生
の
受
け
入
れ

を
継
続
す
る
に
は
必
須
で
あ
り
、
本
学
の
留
学
生
に
対
し
て
も
有
効
な
テ

キ
ス
ト
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
特
に
歴
史
資
料
（
掛
け
軸
・
巻
子
本
・
刀

剣
・
甲
冑
等
）
の
取
り
扱
い
や
、
紙
資
料
の
修
理
・
修
復
技
術
（
装
潢
技

術
）
を
指
導
す
る
実
習
に
お
い
て
は
、
特
殊
な
専
門
用
語
が
多
く
日
本
語
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が
堪
能
な
中
国
人
留
学
生
に
対
し
て
も
中
国
語
版
の
教
材
は
有
効
な
こ
と

は
明
ら
か
で
あ
る
。
学
内
実
習
及
び
、
上
海
大
学
博
物
館
学
研
修
に
も
実

習
教
本
が
活
用
さ
れ
て
、
更
な
る
博
物
館
学
の
質
的
向
上
が
図
る
こ
と
が

で
き
、
環
境
が
整
っ
た
と
言
え
る
。
研
修
生
か
ら
も
教
本
に
対
す
る
評
価

は
高
い
も
の
で
あ
っ
た
。
当
然
な
が
ら
、
日
本
人
の
学
生
に
と
っ
て
も
実

習
教
本
は
必
要
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
効
率
よ
く
実

習
を
行
う
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。

　
　
　

五
、
上
海
大
学
博
物
館
学
研
修
の
実
践

　

第
1
回
上
海
大
学
博
物
館
学
の
研
修
生
は
16
名
、
内
訳
は
男
子
5
名
、

女
子
11
名
（
大
学
1
年
生
2
名
、
2
年
生
4
名
、
3
年
生
9
名
、
4
年
生

2
名
）
で
、
研
修
生
た
ち
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ
た
結
果
、「
予
想

を
は
る
か
に
超
え
た
満
足
度
で
あ
っ
た
」
と
高
い
評
価
を
得
て
い
る
。
本

研
修
の
講
師
を
担
当
し
た
教
員
が
実
感
し
た
こ
と
は
、
上
海
大
学
の
研
修

生
は
学
力
レ
ベ
ル
が
高
く
理
解
が
早
い
こ
と
、
積
極
的
で
行
動
力
に
富
ん

で
い
る
点
で
あ
る
が
、
我
々
教
員
側
も
本
来
の
大
学
教
育
の
基
本
的
な
あ

り
方
を
再
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
、
本
学
の
学
生
指
導
に
繋
げ
る
こ
と
が

で
き
た
。

　

ま
た
、
上
海
大
学
側
か
ら
の
強
い
要
望
は
、
今
回
の
研
修
に
実
習
を
多

く
取
り
入
れ
た
内
容
と
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
為
、茶
道
を
は
じ
め
と
し
て
、

波
佐
見
町
で
の
焼
き
物
体
験
、
国
立
公
園
九
十
九
島
、
国
立
公
園
雲
仙
で

の
現
地
調
査
、
博
物
館
資
料
の
取
り
扱
い
（
掛
け
軸
・
刀
剣
・
甲
冑
）、

紙
資
料
の
修
復
技
術
、
後
半
に
博
物
館
見
学
実
習
を
組
み
込
み
、
理
論
と

実
践
の
両
立
を
図
っ
た
。5
限
目
以
降
は
日
本
語
の
特
別
指
導
も
加
わ
り
、

研
修
内
容
は
充
実
し
た
の
も
と
な
っ
た
。
事
前
調
整
で
は
、
博
物
館
で
の

実
務
体
験
の
要
望
を
受
け
て
い
た
が
、
そ
の
点
は
実
現
す
る
こ
と
が
出
来

な
か
っ
た
。
そ
の
理
由
は
、
本
学
の
学
芸
員
資
格
取
得
に
必
須
で
あ
る
学

外
実
習
の
受
け
入
れ
に
お
い
て
も
、
学
生
の
受
け
入
れ
先
を
探
す
こ
と
が

難
し
い
の
が
現
状
で
あ
り
、
海
外
か
ら
の
博
物
館
学
知
識
を
有
さ
な
い
短

期
研
修
生
を
受
け
入
れ
る
博
物
館
を
探
す
こ
と
は
不
可
能
で
あ
っ
た
。
ア

ン
ケ
ー
ト
に
も
博
物
館
で
の
体
験
を
希
望
す
る
意
見
が
見
ら
れ
た
が
、
今

後
の
難
し
い
課
題
と
言
え
る
。

　

第
2
回
目
の
研
修
生
は
21
名
、そ
の
内
訳
は
男
子
7
名
、女
子
14
名（
大

学
1
年
生
4
名
、
2
年
生
8
名
、
3
年
生
8
名
、
大
学
院
生
1
名
）
で
あ
っ

た
。
今
回
の
研
修
で
改
善
し
た
こ
と
は
、
講
義
お
よ
び
実
習
内
容
を
専
門

的
か
つ
高
度
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
第
1
回
目
で
は
広
く
浅
く
概
論
的
な

講
義
構
成
と
し
て
い
た
が
、
研
修
生
の
要
望
が
高
度
な
内
容
を
求
め
る
声

が
多
か
っ
た
た
め
、
各
教
員
の
専
門
分
野
に
特
化
し
た
教
育
の
実
践
が
可

能
と
な
っ
た
。昨
年
度
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
評
価
が
低
か
っ
た
科
目
は
除
き
、
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実
習
の
充
実
を
図
っ
た
。
そ

の
結
果
、
博
物
館
実
習
（
刀

剣
・
甲
冑
・
装
潢
技
術
）
及

び
茶
道
体
験
が
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
に
よ
る
評
価
が
高
く
、

観
光
学
関
連
の
講
義
と
野
外

調
査
の
評
価
が
低
い
結
果
と

な
っ
た
。
野
外
調
査
は
猛
暑

も
相
俟
っ
て
、
体
力
的
に
厳

し
い
状
況
で
あ
っ
た
こ
と
が

原
因
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で

あ
る
。
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

分
析
し
た
結
果
、
上
海
大
学
の
学
生
の
要
望
は
博
物
館
学
と
日
本
文
化
を

学
ぶ
こ
と
で
あ
り
、
来
年
度
の
研
修
は
幅
広
い
分
野
を
取
り
入
れ
る
の
で

は
な
く
、
博
物
館
学
に
特
化
し
た
研
修
計
画
を
立
て
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
結
果
と
な
っ
た
。

㈠　

研
修
で
作
成
し
た
教
材

　

第
1
回
目
で
使
用
し
た
博
物
館
実
習
教
本
は
研
修
用
の
仮
テ
キ
ス
ト
で

あ
っ
た
た
め
、
製
本
に
向
け
て
編
集
を
進
め
た
。
こ
の
実
習
教
本
の
作
成

事
業
は
学
長
裁
量
経
費
の
一
環
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
大
学
院
生
の
参
加
を

目
的
の
一
つ
と
し
た
。
大
学
院
教
育
に
必
要
な
こ
と
は
、
積
極
的
に
院
生

を
調
査
に
参
加
さ
せ
、
調
査
方
法
を
身
に
付
け
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
、
報

告
書
な
ど
の
刊
行
物
に
も
関
わ
ら
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
就
職
活
動

に
於
い
て
も
、調
査
歴
や
執
筆
歴
と
し
て
履
歴
書
を
埋
め
る
こ
と
が
で
き
、

研
究
助
成
に
よ
る
調
査
で
あ
れ
ば
な
お
の
こ
と
、
そ
の
価
値
が
高
く
な
る

こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

　

実
習
教
本
は
日
本
語
版
と
中
国
語
版
を
作
成
し
、
上
海
大
学
研
修
の
み

な
ら
ず
、
中
国
か
ら
本
学
に
留
学

し
て
い
る
在
学
生
に
対
し
て
も
使

用
が
可
能
と
な
っ
た
。
歴
史
資
料

の
取
扱
い
は
難
し
い
言
葉
で
説
明

す
る
こ
と
が
多
く
、
こ
れ
ま
で
も

そ
の
指
導
に
は
限
界
を
感
じ
て
い

た
が
、
中
国
語
版
の
実
習
教
本
の

開
発
に
よ
り
、
質
の
高
い
実
習
を

実
践
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ

た
。
中
国
語
版
の
翻
訳
は
国
際
交

流
・
留
学
支
援
室
の
ス
タ
ッ
フ
の

協
力
を
得
て
作
成
す
る
こ
と
が
で

ハウステンボス美術館見学実習風景

実習教本
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7
月
17
日
（
月
）

上
海　

→　

長
崎　
　
　

宿
舎
案
内
・
夕
食
会

9
：
00
～
10
：
30

10
：
40
～
12
：
10

昼
食

13
：
00
～
14
：
30

14
：
40
～
16
：
10

16
：
20
～

7
月
18
日
（
火
）

開
講
式
・
ガ
イ
ダ
ン
ス

日
本
語

昼
食

博
物
館
実
習
（
四
方
掛
等
）

博
物
館
実
習
（
掛
軸
・
巻
子
本
）
歓
迎
会

7
月
19
日
（
水
）

波
佐
見
町　

陶
磁
器
講
義

波
佐
見
町　

陶
磁
器
講
義

昼
食

波
佐
見
町
焼
き
物
体
験

波
佐
見
町
焼
き
物
体
験

日
本
語

7
月
20
日
（
木
）

古
代
オ
リ
エ
ン
ト
文
明
①

古
代
オ
リ
エ
ン
ト
文
明
②

昼
食

地
域
デ
ザ
イ
ン
論

デ
ザ
イ
ン
実
習

日
本
語

7
月
21
日
（
金
）

日
本
文
化
論
①

日
本
文
化
論
②

昼
食

博
物
館
実
習
（
刀
剣
講
義
）

博
物
館
実
習
（
刀
剣
手
入
れ
・
甲
冑
Ｐ
Ｐ
Ｔ
）

7
月
22
日
（
土
）

ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ
ス
美
術
館
見
学

7
月
23
日
（
日
）

佐
世
保
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
（
無
人
島
上
陸
ツ
ア
ー
）

7
月
24
日
（
月
）

博
物
館
情
報
メ
デ
ィ
ア
論

日
本
語

昼
食

国
立
博
物
館
論

着
物
の
文
化

日
本
語

7
月
25
日
（
火
）

日
本
語

博
物
館
実
習（
甲
冑
装
着
）
昼
食

茶
道
着
付
け
体
験

茶
道
体
験

日
本
語  

7
月
26
日
（
水
）

軍
艦
島
ツ
ア
ー

昼
食

長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
・
長
崎
県
美
術
館
・
稲
佐
山
夜
景
見
学

7
月
27
日
（
木
）

観
光
文
化
論

国
際
観
光
学

昼
食

博
物
館
実
習
（
拓
墨
・
拓
本
）
博
物
館
実
習
（
正
麩
糊
・
装
潢
）
日
本
語

7
月
28
日
（
金
）

博
物
館
概
論

博
物
館
展
示
論

昼
食

博
物
館
実
習
（
装
潢
）

博
物
館
実
習
（
装
潢
）

Ｂ
Ｂ
Ｑ

7
月
29
日
（
土
）

休
日
（
希
望
者
の
み
バ
イ
オ
パ
ー
ク
）

7
月
30
日
（
日
）

国
立
公
園
雲
仙
の
火
山
と
温
泉
を
学
ぶ
（
道
の
駅
み
ず
な
し
本
陣
内
被
災
家
屋
・
旧
大
野
木
場
小
学
校
被
災
校
舎
）

7
月
31
日
（
月
）

島
原
の
歴
史
と
火
山
災
害
を
学
ぶ
（
雲
仙
岳
災
害
記
念
館
・
島
原
城
内
博
物
館
・
城
下
町
見
学
）　　

8
月
1
日
（
火
）

波
佐
見
町
文
化
財
調
査
・
焼
き
物
受
け
取
り

昼
食

登
り
窯
体
験
・
佐
賀
県
立
九
州
陶
磁
文
化
館
見
学

8
月
2
日
（
水
）

修
了
式
・
佐
賀
県
立
宇
宙
科
学
館
・
佐
賀
県
立
佐
賀
城
本
丸
歴
史
館
・
吉
野
ヶ
里
遺
跡
見
学

8
月
3
日
（
木
）

九
州
国
立
博
物
館
・
太
宰
府
天
満
宮
宝
物
館
・
午
後
自
由
行
動

8
月
4
日
（
金
）

福
岡　

→　

上
海

第2回上海大学博物館学研修計画表
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き
た
。
平
成
二
十
九
年
度
第
2
回
目
の
上
海
大
学
博
物
館
学
研
修
に
使
用

し
た
結
果
、
教
本
内
容
に
対
す
る
高
い
評
価
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

㈡　

学
外
実
習
の
成
果

　

学
内
実
習
の
み
な
ら
ず
学
外
実
習
も
充
実
し
た
内
容
で
実
践
し
て
お

り
、
特
に
国
立
公
園
雲
仙
の
現
地
実
習
は
、
研
修
生
に
と
っ
て
も
貴
重
な

体
験
で
あ
っ
た
。
初
め
て
体
験
す
る
硫
黄
の
匂
い
や
湧
き
出
る
温
泉
を
見

て
、
さ
ら
に
足
湯
の
体
験
も
驚
き
と
発
見
の
連
続
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な

充
実
し
た
現
地
実
習
を
実
践
し
た
こ
と
が
、
第
1
回
目
の
研
修
に
大
き
な

成
果
を
齎
し
た
と
言
え
る
。
博
物
館
実
習
で
も
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
点
は
、
歴
史
資
料
の
取
り
扱
い
方
だ
け
を
指
導
す
る
の
で
は
な
く
、
歴

史
的
背
景
・
資
料
の
材
質
・
構
造
な
ど
を
よ
く
理
解
す
る
こ
と
が
大
前
提

で
あ
る
が
、
学
外
実
習
も
同
様
と
考
え
て
い
る
。
今
回
の
学
外
実
習
は
講

義
を
組
み
合
わ
せ
た
現
地
実
習
で
あ
っ
た
こ
と
が
研
修
生
か
ら
も
高
く
評

価
さ
れ
た
点
で
あ
っ
た
。

　

第
2
回
目
の
雲
仙
実
習
は
1
泊
2
日
と
し
、
ナ
イ
ト
ツ
ア
ー
、
島
原
の

調
査
を
加
え
、よ
り
充
実
し
た
内
容
の
研
修
を
実
践
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

ま
た
、
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
軍
艦
島
ツ
ア
ー
、
佐
世
保
ク
ル
ー
ジ
ン

グ
（
無
人
島
上
陸
ツ
ア
ー
）
な
ど
長
崎
の
特
徴
あ
る
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
を

推
進
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

以
上
の
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
と
並
行
し
て
、
第
一
義
で
あ
る
博
物
館
調
査

も
時
間
の
許
す
限
り
行
程
に
組
み
込
み
、
日
本
の
博
物
館
事
情
を
伝
え
る

こ
と
が
で
き
た
。
九
州
国
立
博
物
館
を
始
め
と
し
、
長
崎
歴
史
文
化
博
物

館
、
長
崎
県
美
術
館
、
佐
賀
県
立
宇
宙
科
学
館
、
佐
賀
県
立
佐
賀
城
本
丸

歴
史
館
、
吉
野
ヶ
里
歴
史
公
園
、
太
宰
府
天
満
宮
宝
物
館
等
を
見
学
地
と

し
て
設
定
し
て
い
る
が
、
研
修
生
の
要
望
か
ら
自
然
史
系
の
博
物
館
調
査

の
数
を
増
加
さ
せ
て
い
く
予
定
で
あ
る
。
九
州
域
の
博
物
館
は
特
徴
あ
る

博
物
館
が
少
な
く
、
見
学
地
の
選
定
は
今
後
の
課
題
と
言
え
る
。

　
　
　

六
、
中
国
に
お
け
る
博
物
館
学
の
位
置
付
け

　

研
修
に
参
加
し
た
学
生
は
、
我
が
国
の
博
物
館
学
の
レ
ベ
ル
の
高
さ
を

評
価
し
て
い
る
が
、
中
国
に
お
け
る
博
物
館
学
は
ど
の
よ
う
な
位
置
付
け

に
あ
る
の
か
以
下
に
考
察
を
試
み
る
。

　

中
国
に
お
い
て
博
物
館
学
を
開
講
し
て
い
る
大
学
と
そ
の
ラ
ン
キ
ン
グ

は
1
．
北
京
大
学
、
2
．
中
国
社
科
院
、
3
．
中
央
民
族
大
学
、
4
．
北

京
師
範
大
学
、
5
．
中
国
人
民
大
学
、
6
．
吉
林
大
学
、
7
．
四
川
大
学
、

8
．
中
山
大
学
、
9
．
浙
江
大
学
、
10
．
山
東
大
学
と
な
っ
て
お
り
、
1

～
5
ま
で
は
す
べ
て
北
京
に
所
在
す
る
大
学
で
あ
る
。
ラ
ン
キ
ン
グ
１
の

北
京
大
学
の
考
古
文
博
学
院
は
、
中
国
の
考
古
学
と
共
に
成
長
し
て
き
た
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歴
史
を
有
し
て
い

る
。
近
現
代
考
古
学

は
中
国
の
歴
史
的
背

景
と
国
家
民
族
に
深

く
関
わ
っ
て
き
た
も

の
で
、
二
十
世
紀
の

初
頭
に
、
中
国
に
お

け
る
国
家
・
民
族
・

歴
史
と
い
っ
た
三
つ

の
危
機
状
況
の
も
と

で
出
現
し
た
学
問
領

域
で
あ
る
。

　

十
九
世
紀
末
か
ら

二
十
世
紀
初
め
に
か

け
て
、
欧
米
の
探
検

家
や
学
者
に
よ
る
活
動
が
活
発
に
な
り
、
日
本
の
探
検
家
や
学
者
も
頻
繁

に
中
国
の
考
古
学
遺
跡
を
発
掘
し
て
き
た
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。

こ
の
一
連
の
活
動
は
長
年
に
亘
り
行
わ
れ
、
中
国
人
の
民
族
感
情
を
高
め

る
こ
と
と
な
り
、
二
十
世
紀
の
初
め
に
は
、
中
国
国
内
で
殷
墟
甲
骨
文
・

敦
煌
蔵
経
洞
・
明
清
時
代
古
文
書
な
ど
の
大
き
な
発
見
も
相
俟
っ
て
、
中

国
国
内
に
お
け
る
近
代
考
古
学
の
研
究
が
盛
ん
と
な
っ
て
い
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
時
代
背
景
の
も
と
で
、
考
古
学
は
中
国
学
術
界
に
注
目
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
、
中
国
の
大
学
・
高
等
専
門
学
校
に
考
古
学
専
攻
が
誕

生
し
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。
最
初
の
大
学
考
古
教
学
研
究
室
は
、
の
ち

の
北
京
大
学
考
古
学
研
究
室
の
前
進
で
あ
る
北
京
大
学
国
学
考
古
学
研
究

室
と
清
華
大
学
研
究
院
国
学
科
で
あ
り
、
そ
の
後
二
つ
の
組
織
は
数
年
間

に
亘
り
存
在
し
た
研
究
室
と
学
科
で
あ
っ
た
。

　

そ
れ
は
中
国
近
現
代
に
お
い
て
最
も
早
い
人
文
学
術
研
究
機
構
の
成
立

で
あ
る
と
言
い
得
る
も
の
で
あ
り
、
国
学
門
の
体
制
と
三
室
五
会
を
包
括

し
た
組
織
の
結
成
を
見
る
こ
と
に
な
っ
た
。
三
室
と
は
登
録
室
、
研
究
室

と
編
集
室
、
五
会
は
民
謡
研
究
会
、
明
清
史
料
整
理
会
、
考
古
学
会
、
風

俗
調
査
会
、
方
言
研
究
会
で
あ
り
、
こ
の
考
古
学
会
こ
そ
が
現
在
の
北
京

大
学
考
学
古
文
博
学
院
の
前
身
な
の
で
あ
る
。

　

考
古
学
会
は
一
九
二
三
年
五
月
二
十
四
日
に
設
立
さ
れ
、
最
初
の
名
称

は
古
跡
古
物
調
査
会
と
称
さ
れ
、
金
石
学
で
著
名
な
马
衡
教
授
が
会
長
に

就
任
し
、
ま
さ
に
中
国
近
代
考
古
学
の
先
駆
と
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

北
京
大
学
で
は
こ
の
よ
う
に
考
古
学
を
核
と
し
た
学
問
分
野
が
発
展
を

遂
げ
て
い
く
中
で
、
一
九
八
八
年
、
厳
文
明
主
任
が
博
物
館
学
専
攻
の
名

称
で
学
生
の
募
集
を
始
め
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
十
年
後
の
一
九
九
八
年

に
、
北
京
大
学
と
国
家
文
物
局
が
協
力
し
て
中
国
文
物
博
物
館
学
院
と
北

北京大学国学門研究所の学生
（北京大学考古文博学院HPより転載）
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京
大
学
考
古
学
古
文
博
学
院
が
成
立
し
た
。
そ
の
時
の
院
長
は
李
伯
謙
教

授
で
あ
っ
た
。

　

二
〇
〇
〇
年
、
考
古
学
学
科
と
国
家
文
物
局
の
協
力
の
も
と
北
京
大
学

考
古
文
博
学
院
と
な
り
、
二
〇
〇
二
年
に
は
正
式
に
成
立
し
て
高
祟
文
教

授
が
院
長
を
務
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

北
京
大
学
考
古
文
博
学
院
は
遺
産
学
学
科
に
博
物
館
学
教
研
室
、
古
代

建
築
教
研
室
と
文
物
保
護
教
研
室
を
有
し
て
い
る
。
博
物
館
学
専
攻
は

一
九
八
八
年
に
設
立
さ
れ
、
一
九
九
八
年
に
は
博
物
館
学
修
士
課
程
が
考

古
学
の
専
門
の
中
に
設
立
さ
れ
た
。
文
物
保
護
専
攻
も
同
年
一
九
九
八
年

か
ら
学
部
学
生
を
募
集
し
て
い
る
。
ま
た
、
北
京
大
学
に
は
ア
メ
リ
カ
人

の
研
究
者
と
協
力
し
て
一
九
九
三
年
五
月
に
建
設
さ
れ
た
、
ア
ジ
ア
に
お

け
る
大
学
博
物
館
で
最
大
規
模
を
誇
る
考
古
・
芸
術
博
物
館
が
あ
る
。

　

北
京
大
学
考
古
文
博
学
院
は
考
古
学
・
博
物
館
学
系
と
文
物
保
護
・
科

学
考
古
学
系
の
2
学
部
が
あ
り
、考
古
学
・
博
物
館
学
系
の
下
に
考
古
学
・

博
物
館
学
の
2
学
科
、
ま
た
、
文
物
保
護
・
科
学
考
古
学
系
の
下
に
古
代

建
築
学
と
文
物
保
護
の
2
学
科
を
有
し
て
い
る
。
具
体
的
に
北
京
大
学
の

博
物
館
学
関
連
科
目
は
、
博
物
館
概
論
、
博
物
館
陳
列
設
計
、
博
物
館
資

料
管
理
、
博
物
館
経
営
管
理
、
物
質
文
化
史
、
文
化
人
類
学
、
文
物
学
概

論
、
文
物
管
理
と
法
律
、
中
国
歴
史
地
理
、
古
代
工
芸
美
術
と
な
っ
て
い

る
。

　

北
京
大
学
考
古
文
博
学
院
の
教
師
陣
107
名
の
う
ち
、
教
授
は
21
名
、
准

教
授
は
11
名
、
助
教
3
名
で
、
博
士
を
有
し
て
い
る
の
は
31
名
、
修
士
は

3
名
、
学
士
は
1
名
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
28
名
は
1
年
以
上
海
外
で
の
仕

事
経
験
者
で
あ
る
が
、
博
物
館
研
究
学
科
の
教
員
は
3
名
で
、
我
が
国
の

博
物
館
学
と
同
様
の
少
人
数
制
で
あ
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

　

毎
年
、
学
部
、
修
士
、
博
士
課
程
の
留
学
生
を
約
200
人
募
集
し
て
お
り
、

大
学
は
国
内
の
著
名
な
研
究
機
関
と
共
同
研
究
を
行
な
い
、
国
家
遺
産
委

北京大学考古芸術博物館外景（上）・展示室（下）
（北京大学考古文博学院HPより転載）
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員
会
が
委
託
し
た
専
門
的
な
職
業
訓
練
を
受
託
し
て
大
学
入
学
者
の
増
加

を
目
指
し
て
い
る
。こ
れ
ま
で
の
卒
業
生
２
，０
０
０
人
以
上
を
訓
練
し
、

地
元
の
遺
跡
、
考
古
学
、
博
物
館
の
分
野
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し
、
全

国
の
遺
産
機
関
の
第
一
線
で
活
躍
し
て
い
る
。
考
古
学
、
博
物
館
学
、
文

化
遺
産
、
古
代
の
建
物
の
4
部
門
の
専
門
分
野
を
設
置
し
、
一
九
九
八
年

か
ら
、
国
家
文
物
局
と
文
化
遺
跡
と
古
代
建
物
の
保
護
を
目
的
と
し
た
指

導
を
行
っ
て
い
る
。

　

中
国
に
お
い
て
考
古
学
は
、
国
家
重
点
学
科
と
い
う
重
要
な
学
問
領
域

に
位
置
し
て
お
り
、
大
学
院
の
学
問
領
域
は
、
考
古
学
博
物
館
学
（
動
物

考
古
学
を
含
む
）、
旧
石
器
時
代
の
考
古
学
（
古
人
類
学
を
含
む
）、
考
古

学
新
石
器
時
代
・
周
・
漢
・
唐
宋
元
の
考
古
学
、
仏
教
考
古
学
、
文
化
交

流
の
研
究
、
陶
磁
器
考
古
学
、
フ
ィ
ー
ル
ド
考
古
学
、
博
物
館
学
、
博
物

館
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
、
古
代
中
国
の
建
築
、
技
術
考
古
学
、
保
存
科
学
と
多

岐
に
亘
る
考
古
学
系
学
問
領
域
と
な
っ
て
い
る
。

　

前
述
の
如
く
、
博
物
館
学
専
門
の
領
域
は
一
九
八
八
年
に
設
立
さ
れ
、

一
九
九
八
年
に
博
物
館
学
の
修
士
号
が
設
立
さ
れ
た
。

　

し
か
し
、
中
国
の
博
物
館
学
は
考
古
学
の
一
部
に
位
置
付
け
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
内
容
は
考
古
学
に
特
化
し
た
教
育
内
容
に
な
っ
て
い
る
の
が
特

徴
で
あ
る
。し
た
が
っ
て
、中
国
の
博
物
館
学
は
ま
だ
発
展
途
上
に
あ
り
、

確
立
さ
れ
て
い
な
い
と
言
え
る
の
で
あ
る
。
中
国
の
考
古
学
教
育
は
北
京

大
学
が
そ
の
理
念
と
方
法
を
フ
ァ
ー
ス
ト
ク
ラ
ス
と
掲
げ
て
い
る
よ
う

に
、
14
校
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
拠
点
大
学
を
置
き
、
仏
教
考
古
学
、
石
窟
の

調
査
、
陶
磁
器
考
古
学
の
実
験
、
文
化
遺
産
教
育
実
習
、
保
存
科
学
、
建

築
学
な
ど
幅
広
く
考
古
学
を
学
ぶ
場
が
確
立
さ
れ
て
い
る
。
言
う
ま
で
も

な
く
優
秀
な
教
師
に
よ
る
合
理
的
教
授
法
が
実
践
さ
れ
て
お
り
、
考
古
学

を
支
え
る
学
問
領
域
と
し
て
博
物
館
学
が
関
与
し
て
い
る
の
が
現
状
で
あ

る
。

　

ま
た
、
北
京
大
学
に
は
前
述
し
た
通
り
ア
ジ
ア
最
大
の
大
学
博
物
館
を

有
し
て
お
り
、
旧
石
器
時
代
か
ら
の
収
蔵
資
料
は
学
生
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

の
場
と
し
て
活
用
さ
れ
、
常
設
展
示
は
定
期
的
に
更
新
・
改
善
が
な
さ
れ

て
い
る
。
さ
ら
に
大
学
に
は
高
精
度
技
術
を
有
す
る
考
古
学
研
究
室
が
あ

り
、
科
学
技
術
の
推
進
を
図
っ
て
い
る
。
特
に
第
四
世
紀
考
古
学
研
究
室

測
定
精
度
技
術
は
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
大
き
く
貢
献
し
た
の
と
同
時

に
、
考
古
学
フ
ィ
ー
ル
ド
機
器
の
技
術
の
近
代
化
に
努
め
、
世
界
先
進
レ

ベ
ル
の
構
築
を
図
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
考
古
学
の
取
り
組
み
は
研
究

機
関
の
質
的
向
上
の
み
な
ら
ず
、
学
生
の
学
術
的
資
質
の
向
上
に
繋
が
る

た
め
、
多
く
の
研
究
機
関
が
関
与
し
て
教
育
を
提
供
し
て
い
る
。

　

二
〇
〇
〇
年
に
、
教
育
・
人
文
・
社
会
科
学
研
究
の
拠
点
で
あ
る
「
北

京
の
中
国
考
古
学
研
究
セ
ン
タ
ー
」
が
設
立
さ
れ
、
二
〇
〇
三
年
十
二
月

に
は
、
ロ
ン
ド
ン
の
大
学
で
考
古
学
及
び
博
物
館
学
の
協
力
の
も
と
、「
国
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際
学
と
考
古
学
の
た
め
の
中
国
文
化
遺
産
保
護
セ
ン
タ
ー
」が
設
置
さ
れ
、

国
際
協
力
の
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
。

　

ま
た
、
北
京
大
学
は
学
術
研
究
ジ
ャ
ー
ナ
ル
と
し
て
、
考
古
学
や
博
物

館
学
の
学
術
誌
を
多
数
発
刊
し
て
お
り
、
そ
の
中
に
は
大
学
生
に
よ
る
遺

産
協
会
の
内
部
出
版
物
も
含
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、
大
学
資
料
室
の
標
本

は
、
研
究
と
保
存
に
供
さ
れ
て
お
り
、
植
物
標
本
・
考
古
学
標
本
な
ど
数

多
く
の
教
育
標
本
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

　

北
京
大
学
の
考
古
学
と
博
物
館
学
は
伝
統
を
守
り
つ
つ
、
最
新
の
科
学

技
術
を
用
い
た
、世
界
を
視
野
に
い
れ
た
教
育
と
研
究
を
推
進
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
教
育
水
準
を
高
め
る
た
め
に
重
要
な
こ
と
は
学
術
交
流
で
あ

る
と
し
、
教
員
と
学
生
の
視
野
を
広
げ
る
た
め
の
海
外
フ
ィ
ー
ル
ド
実
習

を
積
極
的
に
行
い
、
レ
ベ
ル
の
向
上
を
図
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
海
外
か
ら

の
研
究
者
を
招
聘
し
、
共
同
研
究
、
講
演
会
、
学
術
会
議
を
行
い
国
際
化

の
拡
張
を
実
践
し
て
い
る
。
以
上
、
中
国
に
お
け
る
博
物
館
学
を
牽
引
す

る
北
京
大
学
の
現
状
を
記
し
た
が
、
中
国
の
博
物
館
学
は
考
古
学
を
中
心

と
す
る
も
の
で
あ
り
、
博
物
館
学
と
し
て
確
立
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
。

雲
南
省
の
博
物
館
で
館
長
と
対
談
し
た
際
に
「
中
国
の
博
物
館
学
は
学
問

で
は
な
い
」
と
い
う
発
言
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
が
、
正
鵠
を
射
た
指
摘

で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　

七
、
今
後
の
課
題

　

第
1
回
上
海
大
学
博
物
館
学
研
修
後
、
上
海
大
学
に
お
い
て
研
修
の
報

告
会
が
行
わ
れ
、
本
研
修
が
上
海
大
学
で
も
高
い
評
価
を
得
る
こ
と
が
で

き
、
次
年
度
の
研
修
の
継
続
が
決
定
し
た
こ
と
の
報
告
を
受
け
た
。
そ
れ

に
伴
い
、参
加
す
る
学
生
へ
の
奨
学
金
も
大
幅
に
増
額
す
る
こ
と
に
な
り
、

第
1
回
目
の
上
海
大
学
博
物
館
学
研
修
の
受
け
入
れ
は
成
功
裡
に
終
わ
っ

た
と
言
え
る
。
次
年
度
は
研
修
生
た
ち
の
意
見
を
反
映
さ
せ
、
よ
り
充
実

し
た
研
修
内
容
を
計
画
し
、
一
層
高
度
な
交
流
事
業
を
実
践
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
ア
ン
ケ
ー
ト
及
び
教
員
の
意
見
を
も
と
に
、
国

際
交
流
・
留
学
支
援
室
の
職
員
と
綿
密
に
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
立
て
直
し
、

第
2
回
目
の
研
修
生
受
け
入
れ
も
無
事
終
了
し
た
。

　

こ
の
博
物
館
学
研
修
の
影
響
力
は
大
き
な
も
の
と
な
り
、
本
学
社
会
福

祉
学
科
と
上
海
大
学
社
会
学
院
と
の
協
定
締
結
に
も
繋
げ
る
こ
と
が
で

き
、
本
年
度
は
社
会
福
祉
学
科
も
長
崎
国
際
大
学
に
お
い
て
上
海
大
学
生

を
受
け
入
れ
て
研
修
を
行
っ
た
。こ
の
よ
う
に
他
学
科
の
協
定
も
実
現
し
、

博
物
館
学
研
修
の
成
果
は
大
き
な
も
の
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
本
学
の
研
修
は
軌
道
に
乗
り
つ
つ
あ
る
が
、
中
国
で

は
博
物
館
に
勤
務
す
る
上
で
法
律
上
の
学
芸
員
資
格
は
必
要
と
し
な
い
こ
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と
も
あ
り
、
博
物
館
学
の
発
展

は
あ
ま
り
盛
況
と
は
言
い
難
い

の
が
現
状
で
あ
る
。
し
か
し
、

上
海
大
学
を
は
じ
め
と
し
て
博

物
館
学
を
講
ず
る
大
学
が
増
加

の
傾
向
に
あ
る
の
も
事
実
で
あ

る
。
陝
西
省
西
安
市
で
も
文
物

局
が
博
物
館
学
講
座
の
開
講
を

推
進
し
て
、
博
物
館
学
コ
ー
ス

を
新
設
し
た
大
学
も
あ
る
。
こ

の
よ
う
な
こ
と
か
ら
も
、
今
後

中
国
に
於
い
て
も
、
博
物
館
学

と
学
芸
員
制
度
が
確
立
さ
れ
る

こ
と
も
充
分
予
想
で
き
る
の
で

あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
留
学
生

の
指
導
強
化
は
、
将
来
的
に
母

国
で
の
博
物
館
学
の
発
展
に
寄

与
す
る
人
材
形
成
に
直
結
す
る

と
考
え
て
い
る
。

　

前
述
し
た
よ
う
な
戦
略
的
な

留
学
生
の
受
け
入
れ
を
実
現
す
る
に
は
、
出
口
ま
で
の
具
体
的
な
方
策
が

求
め
ら
れ
、
細
や
か
な
対
策
を
立
て
る
必
要
が
あ
る
。「
留
学
生
30
万
人

計
画
」
の
実
現
に
は
海
外
拠
点
の
強
化
に
よ
る
戦
略
的
な
留
学
生
の
選
抜

や
留
学
生
の
た
め
の
宿
舎
の
整
備
、
留
学
後
の
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
の
明
確
化

が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。
各
国
に
お
け
る
留
学
促
進
関
連
機
関
は
下
図
の

通
り
で
あ
り
、
戦
略
的
に
留
学
生
を
受
け
入
れ
る
た
め
に
在
外
公
館
や
政

府
機
関
の
海
外
事
務
所
、
各
大
学
が
設
置
す
る
海
外
拠
点
と
連
携
し
て
情

報
収
集
を
強
化
し
て
い
る
。

　

そ
し
て
、
日
本
に
留
学
し
た
学
生
の
多
く
が
日
本
で
の
就
職
を
希
望
し

て
お
り
、
海
外
留
学
生
の
雇
用
も
増
加
傾
向
に
あ
る
。
そ
れ
ら
の
留
学
生

は
将
来
に
わ
た
り
日
本
で
の
就
労
を
希
望
す
る
者
も
あ
れ
ば
、
母
国
で
そ

の
経
験
を
活
か
し
た
い
と
考
え
て
い
る
者
も
お
り
、
就
労
に
関
し
て
は
多

様
な
目
的
意
識
が
存
在
し
て
い
る
。
本
学
で
は
こ
の
よ
う
な
政
府
が
示
し

た
戦
略
条
件
は
整
っ
て
い
る
た
め
、
留
学
生
の
育
成
も
難
し
い
も
の
で
は

な
い
。
具
体
的
に
は
留
学
生
対
応
の
宿
舎
の
完
備
、
日
本
語
教
育
、
日
本

で
の
就
労
を
視
野
に
入
れ
た
様
々
な
企
業
で
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
制

度
、
ゼ
ミ
制
度
な
ど
を
は
じ
め
と
し
て
、
国
際
交
流
・
留
学
支
援
室
が
中

心
と
な
り
留
学
生
を
支
援
し
て
い
る
。留
学
生
の
大
学
院
進
学
者
も
多
く
、

博
士
取
得
後
に
母
国
中
国
の
大
学
の
教
員
に
着
任
す
る
な
ど
、
そ
の
成
果

は
着
実
に
高
く
な
っ
て
い
る
。
今
後
は
博
物
館
学
を
専
門
と
す
る
留
学
生

表1　各国における留学促進関連機関（海外拠点）（2）

米国 Education USA（173か国400都市以上）
英国 British Council（110か国197都市）

ドイツ
ドイツ学術交流会（DAAD）（14か国14都市）
ドイツ学術交流会（DAAD）情報センター（47か国50都市）

フランス Campus France（97か国155都市）
オーストラリア IDP（27か国60か所）
中国 孔子学院（104か国・地域826拠点）
韓国 在外韓国大使館韓国教育院（14か国38か所）
日本 日本学生支援帰国日本国際交流情報センター（4か国4都市）
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の
育
成
を
図
る
こ
と
も
必
要
で
あ
ろ
う
。

　

九
州
域
の
博
物
館
学
は
発
展
途
上
に
あ
る
た
め
、
本
学
が
九
州
域
に
お

け
る
博
物
館
学
の
核
と
な
り
、
研
究
者
の
育
成
を
図
る
必
要
性
が
あ
る
。

そ
れ
に
は
、
学
部
の
学
芸
員
課
程
の
充
実
と
、
更
に
大
学
院
に
お
け
る
博

物
館
学
教
育
の
強
化
も
必
要
で
あ
ろ
う
。
博
物
館
へ
の
就
職
は
、
大
学
院

を
修
了
し
た
者
を
条
件
と
す
る
応
募
が
多
く
、
学
部
卒
業
で
正
規
の
学
芸

員
採
用
は
非
常
に
少
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
ま
た
、
本
学
の
専
門
分
野

が
観
光
学
で
あ
る
こ
と
も
学
芸
員
へ
の
道
を
狭
く
し
て
い
る
要
因
と
言
え

る
。
前
述
し
た
如
く
、
我
が
国
の
博
物
館
の
8
割
が
歴
史
系
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
学
芸
員
採
用
の
条
件
は
、
専
門
が
歴
史
・
民
俗
・
考
古
学
な
ど
が

一
般
的
で
あ
り
、
観
光
学
を
専
門
と
す
る
学
芸
員
の
応
募
は
無
い
に
等
し

い
。
し
た
が
っ
て
、
学
部
か
ら
モ
ノ
（
歴
史
資
料
）
を
研
究
テ
ー
マ
と
し
、

大
学
院
に
進
学
し
て
博
物
館
学
を
専
門
と
す
る
研
究
を
す
る
こ
と
が
必
要

と
考
え
る
。
博
物
館
学
と
観
光
学
の
両
輪
に
よ
る
研
究
を
図
り
、
学
芸
員

の
道
、
研
究
者
へ
の
道
が
開
か
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

註（1
） 

文
部
科
学
省　

二
〇
一
三
年
十
二
月
十
八
日　
「
世
界
の
成
長
を
取
り
込
む
た
め

の
外
国
人
留
学
生
の
受
入
れ
戦
略
（
報
告
書
）」
戦
略
的
な
留
学
生
交
流
の
推
進

に
関
す
る
検
討
会　

（
2
） 

註
1
と
同
じ

参
考
文
献

落
合
知
子　

二
〇
一
七　

 「
博
物
館
学
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
目
指
し
て
―
上
海
大
学
博
物

館
学
研
修
の
実
践
か
ら
―
」『
長
崎
国
際
大
学
論
叢
第
17
巻
』


